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⾷事由来腸内細菌代謝脂肪酸による
宿主エネルギー制御
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近年の細胞膜上脂肪酸受容体群の同定により、⾷事由来脂肪酸が単なるエネル
ギー源であるだけではなく、そのシグナル分⼦として重要であることが明らかと
なり、肥満・糖尿病等の代謝疾患の創薬標的分⼦として、これら脂肪酸受容体群
は注⽬されている。この中で、腸内細菌叢がその宿主のエネルギー調節や栄養の
摂取、免疫機能等に関与し、その結果、肥満や糖尿病などの病態に直接的に影響
するという多数の報告から、我々は独⾃にこれら脂肪酸受容体と腸内細菌叢の関
連に着⽬した。⾷品由来の、特に⾷物繊維由来、腸内細菌代謝物である短鎖脂肪
酸や、⾷⽤油、リノール酸、αリノレン酸に代表されるω6-、ω3-脂肪酸の腸内細
菌代謝脂肪酸による、宿主⽣理機能への影響について、この脂肪酸受容体を介し
たエネルギー代謝制御に基づき、腸内細菌叢と肥満の関係を証明する新たな知⾒
を紹介する。
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